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1899（明治 32）年 千葉県に生まれる 飯田勝次












1982（昭和 57）年 相談役に就任（1985 年退任）
1993（平成 05）年 死去























に 6 代茂木七郎右衛門（在任期間：1917～29 年）が 8 家当主の中から選出されたが、彼
は野田の産業振興に功績があり、人格・識見とともに優れた人物であった。それゆえ七郎
右衛門の社長就任に異論を唱えるものはなかった。その後、11 代茂木七左衛門（1929～








6 代目社長に就任した 2 代茂木啓三郎もそうした人物の一人である。
２．2 代茂木啓三郎を襲名
（１）野田醤油に入社
2 代茂木啓三郎は、1899（明治 32）年 8 月 5 日、千葉県海上郡富浦村（現在の旭市）
で農業を営む飯田庄次郎、せきの次男として生まれた。本名は飯田勝次といった。茂木啓
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71962（昭和 37）年 2 月、5 代茂木房五郎社長（5 代目：在任期間 1958～62 年）の退任




















木田稲次郎から受けていた。1960 年、唐木田がソース事業を担当していた 12 代茂木七左
衛門常務にトマトケチャップの事業化を勧めたのであった。これには役員の大半が賛成し、
1961 年 7 月、唐木田と合弁で吉幸食品工業㈱を設立した。そして翌年 5 月に更埴市に工
場を設立して、トマトケチャップ、トマトジュースの生産を開始した。

























「勝沼ワイナリー」の整備をすすめていった。1964 年 3 月には社名をマンズワイン㈱に
改称、10 月に白と赤のワインを発売し、続けてロゼワインを市場に送り出した。しかしな
がら当時はまだワインそのものに対する一般消費者の関心は低く、販売活動には多くの困
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1964 年 10 月には社名を「キッコーマン醤油株式会社」に変更した。変更の大きな理由
は、海外進出する上で商号と商標を一致させるためであった。アメリカではキッコーマン
と野田醤油が別物とみなされたこともあったという。事業の多角化に着手していたことも






 Hosei University Repository
10
運賃の二重払いとなり、輸出が増えれば増えるほど二重払いも増えることになっていたの
である。そこで 2 代啓三郎は、1965 年、社内に AP（アメリカプラント）委員会を発足さ
せ、現地生産に対する調査・研究を行わせた。だが委員会は現地生産の最小採算ロットを






表 1 野田醤油のしょうゆ輸出量（1956～73 年） 
年 輸出量 年 輸出量 年 輸出量 （KL）
1956 1,500 1962 3,400 1968 5,800
1957 1,700 1963 3,600 1969 6,500
1958 1,800 1964 4,000 1970 6,800
1959 2,300 1965 4,200 1971 9,000
1960 2,500 1966 4,200 1972 9,300









そこで 2 代啓三郎は 1971 年 3 月 26 日の役員会で「難事業ではあるが、アメリカ工場を建
設しよう」と発言し、役員がこれを了承した。
工場用地は、全米候補地 60 ヶ所の中から、ウィスコンシン州のウォルワースが選ばれ
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た。原料穀物の産地に近く良質の水がある、物流に便利、豊かな自然に恵まれている、な
どの理由からであった。1972 年 3 月に工場の運営を目的とするアメリカ法人キッコーマ
ン・フーズ・インコーポレーテッド（Kikkoman Foods, Inc.：KFI）を設立し、翌年 6 月





ともに成長しなければならないという 2 代啓三郎の思いが込められていた。KFI は積極的
に販売促進活動を行った。とくに醤油を利用した料理を紹介することで需要を喚起させて
いった。KFI の出荷量は順調に伸びていったのであった（表 2）。
４．2 代啓三郎から 10 代茂木佐平治へ
KFI の企業活動は、日本にルーツをもつ食品メーカーがアメリカで成功したまれな例と
して、また摩擦をともなわない対米企業進出の例としても、日米両国で研究の対象になっ











った。10 代左平治は 2 代啓三郎の社長就任と同時に常務に就任し、社長室長も兼ねて 2
代啓三郎を強力にサポートしてきた。2 代啓三郎からも絶大なる信頼を得ていた。10 代佐



































































スムーズに継承させたわけではなかった。実は 2 代目から 5 代目は、いずれも同じ知多半
島に位置する常滑の酒造家・盛田家から迎えられた「婿養子」であった。男子に恵まれな











を経験し、1919（大正 8）年、5 代目の死去とともに 6 代又左衛門を襲名した。6 代目は




6 代又左衛門の長男政一は 1922（大正 11）年に生まれた。幼少のころはとにかく腕白
で、両親にとっては心配の種だったという。中学に通うころになると、6 代目と同様、「本





















































カングループ創業 200 周年記念誌編集委員会[2004]93-4 頁） 
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（２）「脱酢作戦」の実施
中埜酢店の食酢の生産高は、6 代目から経営を引き継いだ 1952 年の約 1 万キロリット
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表 2 中埜酢店の主な新商品（1964～83 年） 
年 商品名 年 商品名
1964 味つけぽん酢、ドレッシングビネガー 1976 糸わかめ、梅こんぶ茶、おでんの素
1966 粉末すし酢 1977 ゆずぽん酢
1967 （乳化ドレッシング）フレンチ、トマト 1978 中華調味料（7 種）
1968 酢豚の素 1979 みりん風調味料（ほんてり、だしいり）、
1971 サンキストドリンク、冷麺のつゆ、 しゃぶしゃぶのたれ
麻婆豆腐の素 1980 おにぎりの素、生ドレ
1972 ワインビネガー、金封米酢 1981 おでんの素
1973 中華スープ 1982 おむすび山（4 種）、梅ぽん

















7 代又左エ門は、1977 年 1 月、ハワイにアメリカ現地法人として「ナカノ USA」を設
立した（翌年にロサンゼルスに移設）。そこで現地の調査機関と組んで綿密な市場調査を行






7 代又左エ門の思いが結実したのは、1981 年 11 月のアメリカン・インダストリー社
（American Industry Co,：AIC、本社：サンフランシスコ）の買収であった。買収のきっ
かけは、AIC が事業売却の希望を持っているという情報をナカノ USA が掴んだことであ
った。当時 AIC はブドウを原料としたワインビネガーなどを生産し、全米では約 8％、カ




















入れられる「米酢」（Natural Rice Vinegar）と「すし酢」（Seasoning Salad Rice Vinegar）
を商品開発し、「NAKANO ブランド」の酢として発売した。これらの製品は、日本から半






































なお、和英が社長に就任したのは 7 代又左エ門が死去後の 2002（平成 14）年 5 月、8
代又左エ門を襲名したのは 2004年 6月のことである。
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おわりに
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